
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始めに鎌の使い方や、稲の刈り方を教わりました。 

利き手で鎌を持つ 

  

反対の手で稲の根元に近い部分をしっかりとつかむ 

  

奥から手前に鎌を動かして刈り取る 

※なるべく地面に近い部分を刈る 

 

実際に刈り取りながら説明をしてくださる様子を 

真剣な表情で見ていました。 

春に田植えをしてから、生長を見てきた稲がぐんぐんと大きくなり、いよいよ収穫の日を迎えました。 

長袖、長ズボン、長靴、軍手を身に着け、いざ田んぼへ・・・！ 

前日は雨だったので、田んぼの中は少しぬかるんでいましたが、子どもたちは気にすることなく田んぼ

の中へ入っていきました。 

「いざ！チャレンジ」 

職員と一緒に鎌を持ち、稲刈りにチャレンジしました。 

しっかりと稲の根元を持ち、刈り取っていくことが 

できました。 

繰り返しするうちに、鎌の動かし方が上手になり、 

スパッと刈り取る事ができるようになってきました。 

「めっちゃたのしいなあ！」 

上手に刈り取れるようになると楽しくなり 

子どもたちはとても集中して稲刈りをしていました。 

たまに虫に夢中になる事もありましたが・・・（笑） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広くなった田んぼで・・・ 

「いっぱいしたからだいぶなくなってきたわ！」 

下を向いて必死に稲刈りをしていたら見えなかったのです

が、ふと視線を上げて、周りをみると・・・ 

最初はたくさんあった稲が 

刈り取るうちにどんどん減っていくことに気付き 

うれしそうに話していました。 

 

稲架掛け（はさかけ） 

稲を全て刈り取った後は、束ねた稲を 

稲架（はさ）にかけて天日干しにします。 

子どもたちも束ねた稲を運んで 

お手伝いをしました。 

これで稲刈りも無事終了・・・！ 

終わった後のお楽しみは・・・？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バッタ コオロギ カエル・・・ 

たくさんの生き物がかくれていました！！ 

歩き回って探していると・・・ 

ピョン！ピョン！ 

驚いて跳んで逃げようとするのを 

必死になって追いかけていました！ 

「ここは本当に保育所の前なの？」 

というくらい自然に囲まれた素敵な場所です！ 

 

子どもたちは飽きることなく、虫探しや落穂ひろいに 

夢中になっていました！ 

これから田起こし（田植えの準備）が始まるまで 

田んぼでたくさん遊ばせてもらおうと思います。 


